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2014年 8月 18日 から連日13回にわたり、北海道新聞の夕刊紙面の、「私

のなかの歴史」で、「ヒグマ研究45年」と言う題で、私 (Fヨ崎允昭)が、私の

「ヒグマについての考え、人と熊の共存策」等を口述、編集委員の「中尾 吉

清」さんが取材文章化し、掲載されました。その第 6回日、8月 23日 (土曜日)

掲載を、遅れましたが、ここに再録しますので、ぜひ、お読み下さい。
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お
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ら
れ
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。
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<追記>

今年0014年)8月 27日 、札幌市で、熊 1頭を、農協の判断で檻罠で獲り捕殺しました。

場所は、西区小別沢←べ

""138番
地の、トウモロコシ畑で、電気柵の無い部分から侵入した雌、

推定 7～8歳、(体長 14馳m体重 1211げ実測値)の自。これについては、新聞・テレヒ
゛
とも、

報道しませんでした。電気織を完全に張れば、防げたこの事象を、皆さんはどう考えます

か。私は、この件について、殺さない策を提言せず、殺す事を優先させた、行政に関与し

ている研究者なる連中とその他関係者脩 政と農協と報道機勘 を非難したい。
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